
区　分 ページ 現　　行 備　考

測量編 測標準

〔２〕 －35

測量業務

標準歩掛

５(１)．

河川測量

測量編 測標準

〔２〕 －37

測量業務

標準歩掛

５(２)．

砂防測量

土木事業委託積算基準　の　改定・追加・訂正 適用年月日
（令和８年（2026年）４月１日以降積算基準日適用）

改　　定



区　分 ページ 現　　行 備　考

測量編 測標準

〔２〕 －39

測量業務

標準歩掛

５(２)．

砂防測量

土木事業委託積算基準　の　改定・追加・訂正 適用年月日
（令和８年（2026年）４月１日以降積算基準日適用）

改　　定



区　分 ページ 現　　行 備　考

測量編 測竣功 製図工を

〔６〕 －10 測量助手に

竣功平面図等 統一化

５．

平面図等の

複写および

縮図作成

測量編 測竣功 製図工を

〔６〕 －11 測量助手に

竣功平面図等 統一化

５．

平面図等の

複写および

縮図作成

調査計画編 計河調 表中の工種に

〔３〕 －22 齟齬があった

河川調査 ため訂正

２．

水文調査

土木事業委託積算基準　の　改定・追加・訂正 適用年月日
（令和８年（2026年）４月１日以降積算基準日適用）

改　　定



測標準 - 35

５－６ 作工物調査

５－６－１ 適用範囲

設計条件に必要な構造物（橋、水門、機場、樋門・樋管等）について、詳細な実測及び作図を必要とする場合に

適用する。

５－６－２ 標準歩掛

5-6-2-1 作工物調査

標準作業量 所要日数（Ａ） 内 編成人員（Ｂ） 延人日 （Ａ）×（Ｂ）

測 測 測 測 測 ・ 測 測 測 測 測 測 測 測 測 測

量 量 量 量 量 外 量 量 量 量 量 量 量 量 量 量

作業工程 主 技 技 助 補 業 主 技 技 助 補 主 技 技 助 補

任 師 師 手 助 の 任 師 師 手 助 任 師 師 手 助

技 補 員 別 技 補 員 技 補 員

師 師 師
１箇所当り

現地調査 0.5 0.5 0.5 外 １ １ 4 0.5 0.5 2.0

現地内業 0.1 0.1 0.1 内 １ １ １ 0.1 0.1 0.1

作 図 0.05 0.15 0.15 内 １ １ 3 0.05 0.15 0.45

内 外業計 0.5 0.5 0.5 外 0.5 0.5 2.0

訳 内業計 0.05 0.1 0.25 0.25 内 0.05 0.1 0.25 0.55

合 計 0.05 0.1 0.75 0.75 0.5 0.05 0.1 0.75 1.05 2.0

（注）１．堤防間隔３００ｍ以下は上記歩掛表の５０％とする。

２．法線測量の場合は上記歩掛表の２５％とする。

３．本歩掛には、関係機関打合せ協議（道路使用許可証の提出、選点時の土地所有者との協議・立会）

及び関係機関協議資料に係る作業時間も含む。

065284
テキストボックス
令和８年(2026年)４月１日
以降積算基準日適用



測標準 - 37

５（２）．砂防測量

５－１１ 用地資料調査及び丈量図作成

（１）全体計画及び工事測量等が先行して調査する場合は、用地課と協議打合せのこと。

（２）丈量図作成は、用地測量（資料調査）の公図等の転写・土地登記簿調査・公図等転写連続図作成歩掛に

準じること。

５－１２ 現地踏査

（１）延長は流心延長で堤体より貯砂量終点間に０．５ｋｍを加算する。

なお、堤体箇所は堤長×２．０を対象とする。

（２）流域全体にかかわる砂防基本計画の場合は別途積算する。

５－１３ 砂防法線測設

5-13-1 砂防法線測設

標準作業量 所要日数（Ａ） 内 編成人員（Ｂ） 延人日 （Ａ）×（Ｂ）

測 測 測 測 測 ・ 測 測 測 測 測 測 測 測 測 測

測量延長 量 量 量 量 量 外 量 量 量 量 量 量 量 量 量 量

１ｋｍ当り 作業工程 主 技 技 助 補 業 主 技 技 助 補 主 技 技 助 補

任 師 師 手 助 の 任 師 師 手 助 任 師 師 手 助

技 補 員 別 技 補 員 技 補 員

師 師 師

観 測 2.0 2.0 2.0 1.0 外 １ １ 1 2 2.0 2.0 2.0 2.0

現地内業 0.4 0.4 0.4 内 １ １ １ 0.4 0.4 0.4

作 図 0.2 0.6 0.6 内 １ １ 3 0.2 0.6 1.8

内 外業計 2.0 2.0 2.0 1.0 外 2.0 2.0 2.0 2.0

訳 内業計 0.2 0.4 1.0 1.0 内 0.2 0.4 1.0 2.2

合 計 0.2 2.4 3.0 3.0 1.0 0.2 2.4 3.0 4.2 2.0

（注）本歩掛には、関係機関打合せ協議（道路使用許可証の提出、選点時の土地所有者との協議・立会）

及び関係機関協議資料に係る作業時間も含む。

065284
テキストボックス
令和８年(2026年)４月１日
以降積算基準日適用



測標準 - 39

５－１６ 砂防提体箇所測線測設

5-16-1 砂防提体箇所測線測設

標準作業量 所要日数（Ａ） 内 編成人員（Ｂ） 延人日 （Ａ）×（Ｂ）

測 測 測 測 測 ・ 測 測 測 測 測 測 測 測 測 測

量 量 量 量 量 外 量 量 量 量 量 量 量 量 量 量

作業工程 主 技 技 助 補 業 主 技 技 助 補 主 技 技 助 補
幅１００ｍ

任 師 師 手 助 の 任 師 師 手 助 任 師 師 手 助
１０本当り

技 補 員 別 技 補 員 技 補 員

師 師 師
縦1/100

観 測 2.0 4.0 0.5 1.3 外 １ １ 1 1 2.0 4.0 0.5 1.3
横1/200～

1/1,000
現地内業 0.8 0.8 0.8 内 １ １ １ 0.8 0.8 0.8

作 図 0.4 1.2 1.2 内 １ １ 3 0.4 1.2 3.6

内 外業計 2.0 4.0 0.5 1.3 外 2.0 4.0 0.5 1.3

訳 内業計 0.4 0.8 2.0 2.0 内 0.4 0.8 2.0 4.4

合 計 0.4 2.8 6.0 2.5 1.3 0.4 2.8 6.0 4.9 1.3

（注）本歩掛には、関係機関打合せ協議（道路使用許可証の提出、選点時の土地所有者との協議・立会）

及び関係機関協議資料に係る作業時間も含む。

065284
テキストボックス
令和８年(2026年)４月１日
以降積算基準日適用



測竣功 - 10

５．平面図等の複写および縮図作成

５－１ 工事平面図、計画平面図複写

５－１－１ 標準歩掛

5-1-1-1 工事平面図、計画平面図複写

施工単価コード DXA83000

(０.１ｋｍ2当り、縮尺１／５００耕地）

職種 歩掛 単 位 数 量 摘 要

測 量 助 手 人 ２.０

注）１．地域区分により、５－１－２の変化率を乗ずること。

２．縮尺が１／５００以外の場合は、５－１－３の変化率を乗じて算定すること。

５－１－２ 地域区分による補正変化率

地域区分 大 市 街 地 市街地(甲) 市街地(乙) 都 市 近 郊 耕 地 原 野 森 林

変 化 率 ３.９０ ２.９０ ２.２５ １.５５ １.００ １.２５ １.５５

５－１－３ 縮尺による補正変化率

縮 尺 １／１００ １／２５０ １／３００ １／５００ １／１,０００

変化率 ２.８０ １.５５ １.４０ １.００ ０.６５

縮 尺 １／２,５００ １／３,０００ １／５,０００

変化率 ０.４５ ０.４０ ０.３５

５－１－４ 地物、地形比率表

大 市 街 地 市街地(甲) 市街地(乙) 都 市 近 郊
地域区分

地物 地形 地物 地形 地物 地形 地物 地形

比率(％) ８５ １５ ８５ １５ ８０ ２０ ７０ ３０

耕 地 原 野 森 林
地域区分

地物 地形 地物 地形 地物 地形

比率(％) ７５ ２５ ５５ ４５ １５ ８５

注）敷地図は、複写すべき地物、地形、内容により本表の比率を５－１－１に乗じて、算定すること。

065284
テキストボックス
令和８年(2026年)４月１日
以降積算基準日適用
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５－１－５ 標準歩掛の補正

標準歩掛の補正の際は、各変化率を乗じた段階で一度、端数処理（少数第２位（少数第３位四捨五入））

を行い、それに標準歩掛を乗じるものとする。

５－２ 縮図作成

5-2-1 縮図作成歩掛

施工単価コード DXA83200

(０.１ｋｍ2当り、縮尺１／５００耕地）

職種 歩掛 単 位 数 量 摘 要

技 師(Ｃ) 人 ０.５０

注）１．本表はマイクロ撮影、又は４６版撮影による第２原図を修正する歩掛で複写は含まない。

２．本表に５－１－２ 地域区分及び５－１－３ 縮尺による補正変化率を乗じて算定すること。

３．複写を必要とする場合は、別途５－１－１ 複写歩掛表を計上すること。

５－３ 図面複写(参考）

5-3-1 図面複写歩掛

施工単価コード DXA83400

（１枚当り）

区分
規 格 単 位 測 量 助 手 摘 要

種別

Ａ 配筋図、作工図 Ｂ２版
人 １.２

等の複雑なもの ５００×７００

Ｂ 縦断図、平面図 〃
〃 ０.４

等、普通のもの 〃

Ｃ 土工、横断図等 〃
〃 ０.０８

簡単なもの 〃

注）１．トレースは鉛筆トレースとする。

２．原図の規格はＢ２板を基準としているので、これ以外の場合は、Ｂ２版を基準として、増減する

こと。

３．用紙代は別途加算する。

065284
テキストボックス
令和８年(2026年)４月１日
以降積算基準日適用



計河調 - 22

３）流量調査

期 間 ３ヶ月間以下 ３ヶ月間を超え ６ヶ月間を超え ９ヶ月間を超え
工 種 ６ヶ月間以下 ９ヶ月間以下 １年間以下

測 量 技 師 －０．３ －０．２ －０．１ ０．０

測量技師補 －０．５ －０．４ －０．２ ０．０

測 量 助 手 －０．１ －０．１ －０．１ ０．０

４）テレメータ水位・雨量

期 間 ３ヶ月間以下 ３ヶ月間を超え ６ヶ月間を超え ９ヶ月間を超え
工 種 ６ヶ月間以下 ９ヶ月間以下 １年間以下

測量技師補 －０．３ －０．２ －０．１ ０．０

測 量 助 手 －０．５ －０．４ －０．２ ０．０

（２）ＨＱ式本数による変化率表

本 数
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

工 種

測 量 技 師 ０.０ ＋０.４ ＋０.７ ＋１.１ ＋１.４ ＋１.８ ＋２.１ ＋２.５ ＋２.８

測量技師補 ０.０ ＋０.１ ＋０.２ ＋０.３ ＋０.４ ＋０.５ ＋０.７ ＋０.８ ＋０.９

(注）流量調査のみに適用する。

（３）流量観測回数による変化率表

工種 流量観測回数 変化率 工種 流量観測回数 変化率

測量助手 ５回未満 －０.１ 測量助手 ２１回～２４回 ＋０.４

５回～ ８回 ０.０ ２５回～２８回 ＋０.５

９回～１２回 ＋０.１ ２９回～３２回 ＋０.６

１３回～１６回 ＋０.２ ３３回～３６回 ＋０.７

１７回～２０回 ＋０.３ ３７回以上 ＋０.８

(注）流量調査のみに適用する。
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